
工業炉と関連機器優れたモノづくりに貢献する
環
境
・
省
エ
ネ
対
応
進
む
高
性
能
炉
導
入
や
燃
料
転
換

鍛造加熱炉から取り出された素材（大東鉄工

年

月
に
鍛
造
加
熱
炉
を
更
新
し
た

大
東
鉄
工

抵
抗
加
熱
炉
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
制
定

　
工
業
炉
は
金
属
工
業
や
一
般
機
械
工
業
な
ど
熱
を
利
用
す
る
産
業
で
幅
広
く
導

入
さ
れ
て
お
り
、
優
れ
た
モ
ノ
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
防
止
に

向
け
て
主
な
温
室
効
果
ガ
ス

Ｇ
Ｈ
Ｇ

で
あ
る
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出

削
減
対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、
工
業
炉
に
お
い
て
高
性
能
工
業
炉
の
導
入
や
燃
料

転
換
が
進
ん
で
い
る
。
２
０
１
３
年
８
月

日
付
で
日
本
工
業
規
格

Ｊ
Ｉ
Ｓ

に
お
い
て
、
「
抵
抗
加
熱
炉
の
安
全
通
則
」

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｂ
　
８
４
２
０

が
制
定

さ
れ
た
。
ま
た
、
工
業
炉
の
安
全
な
ど
に
関
し
て
国
際
標
準
化
機
構

Ｉ
Ｓ
Ｏ

で
新
し
い
国
際
規
格
案
づ
く
り
が
続
い
て
い
る
。

　
工
業
炉
は
材
料
や
部
品
な

ど
を
所
定
の
温
度
で
加
熱
、

焼
結
、
溶
解
、
熱
処
理
す
る

た
め
の
装
置
で
あ
る
。
モ
ノ

づ
く
り
の
工
程
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
装
置
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
産
業
の
発
展

や
、
技
術
の
進
歩
を
支
え
て

い
る
。
ま
た
、
鉄
鋼
業
、
自

動
車
関
連
産
業
と
深
く
関
わ

っ
て
い
る
。

　
工
業
炉
は
燃
焼
炉
と
電
気

炉
に
大
別
さ
れ
る
。
用
途
に

よ
っ
て
使
い
分
け
が
さ
れ
て

い
る
。

　
燃
焼
炉
は
化
学
燃
料
を
燃

焼
さ
せ
る
も
の
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
は
一
般
的
に
低

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
排
ガ
ス
の
発
生
と
燃
焼

装
置
に
対
応
し
た
配
管
の
設

置
や
、
燃
焼
制
御
装
置
が
必

要
と
な
る
。

　
電
気
炉
は
電
気
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
燃
焼
炉
の
よ
う
な
配
管

の
設
置
な
ど
が
不
要
。
発
熱

方
式
に
よ
っ
て
種
類
が
分
か

れ
て
お
り
、
抵
抗
発
熱
を
利

用
す
る
抵
抗
炉

抵
抗
加
熱

炉

、
誘
導
加
熱

Ｉ
Ｈ

に
よ
る
誘
導
加
熱
装
置
な
ど

が
あ
る
。

　
地
球
の
温
暖
化
防
止
に
向

け
て
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野

で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
と
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
工
業

炉
に
お
い
て
は
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

削
減
対
策
と
し
て
高
性
能
工

業
炉
の
導
入
促
進
や
、
工
業

炉
の
更
新
が
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
加
え
て
燃
焼
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
工
業
炉

の
燃
料
転
換
が
進
ん
で
い

る
。

　
高
性
能
工
業
炉
は
通
常
、

蓄
熱
型
熱
交
換
器
を
内
蔵
し

た
２
台
の
バ
ー
ナ
ー
を
交
互

に
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
排
ガ

ス
の
熱
を
回
収
し
、
炉
に
吹

き
込
む
空
気
を
高
温
に
予
熱

し
て
燃
料
を
燃
焼
さ
せ
る
の

が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
削
減
に
対
応

し
た
工
業
炉
の
更
新
と
し

て
、

年
３
月
末
に
終
了
し

た
国
内
の
排
出
量
取
引
制
度

「
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」

の
適
用
方
法
論
に
使
わ
れ

た
。
具
体
的
に
は
自
動
車
部

品
製
造
工
場
に
お
け
る
電
気

式
低
周
波
誘
導
炉

金
属
加

熱
炉

お
よ
び
コ
ー
ク
ス
式

キ
ュ
ポ
ラ

溶
解
炉

の
電

気
式
高
周
波
誘
導
炉
へ
の
更

新
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
工
業
炉
の
燃
料
を
、
石
油

や
石
炭
に
比
べ
て
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
が
少
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
上
で
も
重
要
視
さ

れ
て
い
る
天
然
ガ
ス
に
変
え

る
動
き
も
あ
る
。

　
大
東
鉄
工

埼
玉
県
八
潮

市

は

年

月
に
本
社
の

工
場
で
稼
働
し
て
い
る
鍛
造

加
熱
炉
に
使
用
す
る
燃
料

と
、
鍛
造
加
熱
炉
の
設
備
を

更
新
し
た
。

　
同
社
は
歯
車
や
シ
ャ
フ

ト
、
フ
ラ
ン
ジ
な
ど
の
機
械

要
素
部
品
を
素
材
か
ら
製
品

ま
で
一
貫
生
産
し
て
い
る
。

精
密
歯
車
、
シ
ャ
フ
ト
を
得

意
と
し
て
い
る
。
今
回
更
新

の
対
象
と
な
っ
た
鍛
造
加
熱

炉
は
、
鍛
造
す
る
た
め
に
、

鉄
の
塊
を
約
１
１
０
０
度
Ｃ

に
加
熱
し
て
、
軟
ら
か
く
す

る
設
備
。

　
同
社
で
は
自
社
設
備
更
新

の
時
期
に
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削

減
の
機
運
の
高
ま
り
、
危
険

物
の
規
制
に
関
す
る
規
則
の

変
更
、
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
政
策
な
ど
が
重
な
り
、

鍛
造
加
熱
炉
の
設
備
更
新
を

決
め
た
。
燃
料
は
Ａ
重
油
と

Ｂ
重
油
の
混
合
し
た
も
の
を

使
っ
て
い
た
が
、
今
回
、
天

然
ガ
ス
に
切
り
替
え
た
。

　
同
社
は
今
回
の
更
新
に
よ

っ
て
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
排
出
削
減
率

％
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
率
５

７
％
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
工
業
炉
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
果
が
期
待
で
き
る
工
業
炉

用
断
熱
材
が
開
発
さ
れ
て
い

る
。
鉱
物
の
一
種
で
あ
る
ス

ピ
ネ
ル
を
採
用
。
直
径
数

の
気
孔
と
同
１

未
満
の
微
細
粒
か
ら
な

る
微
細
構
造
で
素
材
の

８
割
が
気
孔
で
あ
る
多

孔
質
体
が
高
温
下
で
伝

熱
を
抑
止
し
、
高
い
断

熱
性
能
を
実
現
し
た
。

１
０
０
０
度
Ｃ
以
上
の

高
温
域
で
従
来
に
な
い

断
熱
性
を
発
揮
。
断
熱

層
を
よ
り
薄
く
す
る
こ

と
も
可
能
だ
と
い
う
。

　
経
済
産
業
省
は

年
８
月

日
付
で
、
「
抵
抗
加
熱
炉

の
安
全
通
則
」
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
を

制
定
し
た
。
こ
の
規
格
は
抵

抗
加
熱
炉
に
求
め
ら
れ
る
安

全
要
求
事
項
を
包
含
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、

年
に

第
３
版
と
し
て
発
行
さ
れ
た

国
際
電
気
標
準
会
議

Ｉ
Ｅ

Ｃ

規
格
の
６
０
５
１
９
―

２
に
規
定
す
る
電
気
安
全
要

求
事
項
に
加
え
、
機
械
安
全

要
求
事
項
を
取
り
入
れ
た
。

電
圧
適
用
範
囲
は
交
流
１
０

０
０

以
下
、
直
流
１
５
０

０

以
下
。

　
工
業
炉
の
分
野
で
は
燃
焼

炉
の
安
全
通
則
に
関
す
る
Ｊ

Ｉ
Ｓ
が
あ
る
も
の
の
、
抵
抗

加
熱
炉
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
が
な
か

っ
た
。
一
方
、
抵
抗
加
熱
炉

の
設
計
や
市
場
投
入
に
際
し

て
は
、
電
気
的
・
機
械
的
な

観
点
か
ら
安
全
対
策
に
必
要

な
客
観
的
な
指
標
が
求
め
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
Ｉ

Ｅ
Ｃ
規
格
に
あ
る
電
気
安
全

要
求
に
加
え
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
で
扱

っ
て
い
る
機
械
安
全
要
求
に

か
か
る
要
求
事
項
な
ど
を
具

体
的
に
規
定
し
よ
う
と
い
う

声
が
出
て
い
た
。

　
こ
の
規
格
制
定
に
よ
っ

て
、
抵
抗
加
熱
炉
の
安
全
要

求
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
規

格
に
基
づ
く
設
計
、
安
全
対

応
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
優
れ
た
技

術
の
普
及
を
通
じ
て
、
わ
が

国
産
業
基
盤
の
さ
ら
な
る
発

展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
が
主
導
し
て
工
業
炉

の
国
際
規
格
づ
く
り
が
進
ん

で
い
る
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
こ
れ
ま
で
各
国

で
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ
た
工
業

炉
関
連
の
規
格
を
ま
と
め
る

た
め
、
「
工
業
炉
及
び
関
連

設
備
」
の
専
門
委
員
会

Ｔ

Ｃ
２
４
４

を

年
５
月
に

新
設
し
た
。

　
Ｔ
Ｃ
２
４
４
は
工
業
炉
に

お
け
る
最
先
端
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
安
全
技
術
を
開
発
し

て
い
る
日
本
か
ら
の
提
案
に

よ
っ
て
実
現
。
安
全
性
や
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
性
能

の
国
際
規
格
を
検
討
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

次
ペ
ー
ジ
下
段
に
続
く

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 １月２４日 金曜日 　　


